
《新任教官紹介》

ここ本郷の理学部 2号館に通うのは15年ぶりである。

現在の自分の部屋から見る中庭の眺めは大学院当時とほ

とんど変わらず、周りを歩いても日に付くものは慣れ親

しんだものばかりであるが、懐かしいと感傷に浸るには

15年は短すぎるようである。一方、生物科学科の教室
内には旧知の人はわずかしか残っておらず、戻つてきた

と感じるにはこの15年は長すぎたようである。この間の

大きな出来事としては、東大が大学院大学となり、以前

の動物学教室、植物学教室、人類学教室が生物科学専攻

として一つにまとまり、且つそれに進化多様性生物学が

新設され加わったことである。生物科学専攻教授会に動

物、植物、人類、進化多様性の面々が顔をそろえるのは

実に壮観である。初めて本郷に来たのは生物学科植物学

課程の学生としてで、学部 2年間は植物学教室のお世話

になった。大学院は動物学教室の発生生理学講座 (現在

の細胞生理化学研究室)に入り、 5年間の大学院生活と

1年間の奨励研究員生活を送った。従って当時の植物と

動物の各教室の雰囲気を共に味わうことができ、またそ

のこともあり現在生物科学専攻として一つにまとまった

ことには特別感慨深いものがある。

東大を出てからは癌研究会癌研究所、国立がんセンター

研究所、千葉大学医学部、そして米国国立衛生研究所

(NIH)と 4つ の研究室を経験したので、この度着任
した分子発生学研究室 (前の動物学第二講座)は私にとっ

て 6番目の研究室である。この間自分ながら良く動き回つ

たと思っている。何故これだけ動いたかといえば、千葉

大学医学部の助手になるまでなかなか就職できなかった

ということや、米国 NIHか らは日本にすぐに戻れなかっ

たということもあるが、一方で自分が本当に研究したい

と思うことになかなか巡り会わなかったためでもある。

理由はともかく、結果的にここに来るまでに 5つの研究

室で様々なことを学び、 5つのテーマと出会うことがで

きたということは今の私にとっては非常に貴重な財産‐と

なっている。

15年前に癌研究所に行った理由の一つは遺伝子操作を
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学ぶためで、当時の日本では非常に限られたところでし

かやられていなかった。それ以来、分子生物学が私の一

つの研究領域と言えるが、これらの研究室の遍歴の中で

「自分の研究テーマJと いえるものを見い出せたのは

NIHでである。これは単にNIHで良いテーマを与えら
れたという訳ではない。そこではアフリカツメガエルの

シュペーマンオーガナイザーに発現する新規のホメオボッ

クス遺伝子 Xlim-1を 見い出したのであるが、その後
の機能解析は非常に困難を伴った。それでも長い暗中模

索の末ようやく自力で解析の糸口を見い出せたことで、

初めて自分のテーマと成り得たと感じられた。一方、発

生現象が遺伝子レベルで解析可能となり、分子発生学と

してこの領域が大きく発展し始める前にNIHに行けた
ことは幸運であった。このように「自分の研究テーマJ

といえるものを見い出すまでに紆余曲折があったが、そ

れまでの様々な経験があったからこそ得られたものと思っ

ている。NIHに いた 6年半は、自分にとって最も充実
した研究期間であった。

研究室の遍歴で得たものは研究テーマばかりではない。

先に揚げた 5つの研究室では、大学院時代の寺山宏先生、

癌研究会癌研究所の小池克郎先生、国立がんセンター研

究所の寺田雅昭先生、千葉大学医学部の橘正道先生、そ

して NIHの Igor Dawid先 生から多くのものを学び取
ることができた。これらの先生方はそれぞれに個性的で

あり、研究テーマの選び方、実験の進め方、考え方、論

文の書き方、研究室内の研究発表や抄読会の仕方、大学

院生や postdocと の接 し方、等々 5人 5色であった。

これらの先生方の研究室から得た経験が順次自分の中に

蓄積されて来ている。またそれぞれの場所でのいろいろ

な研究者との共同研究や交流も大きな糧となっている。

それ以外に学んだものとしては大学と研究所の違い、研

究室間の交流の大切さ、定期的な質の高いセミナーの重

要性、大学院で学ぶべきことやpostdocと して学ぶこ

とは何か等々が揚げられる。

学生のころは、一つのテーマをじっくりと研究し発展

させていくことが研究者としての「美Jであり、また評

価されるべきことと聞かされていたような気がする。そ

の観点からすると、自分の研究はその時々で変わり、

「理想的研究者像」からなんとかけ離れているのだろう

か、と思ったり
'し
たこともあった。それでも強いて一貫

性を持たせようとすると、大学院のときからの興味の対

象は「細胞の増殖と分化」であり、また大学院を出てか

らは「分子生物学」一筋とも言えるので、自ら納得した

着任にあたり
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りしていた時もあった。しかし今は、もし自分が一つの

研究室に留まって一つのテーマに専念したとして、どれ

だけものを得られたかと考えると、そのようにならなかっ

た自分の巡り会わせに感謝している。一方「分子生物学J

とは様々な領域に分子生物学的手法を用い果敢に入り込

んで行ける学問とも言えるので、テーマの変更にも柔軟

に対応できたのかもしれない。科学研究に対する価値観

は人それぞれであるが、私としては、自分のテーマを見

つけて自分の研究室を持つまで、少なくとも3ヵ 所以上

の研究室を経験することを人には薦めている。

先に述べたように今回の研究室は 6番目であるが、こ

れからここで自分は何を得ることができるか、また本学

の大学院生、学部学生にこれまで自分が得たものをどれ

だけ伝えることができるか、大変楽しみである。最後に

なるが私の研究テーマはNIHか らの継続で「シュペー
マンオーガナイザーの分子基盤Jであるが、これをさら
に発展させると共に、これまで心の中に暖めてきた新し

いテーマも模索してみたいと思っている。何はともあれ

現在は大急ぎで研究室の体制を整えているところである。

そしてここが NIHで得られた以上の充実した研究期間
となり、またそれを研究室の人達と分かち合えることを

願っている。

20世紀最後の大天文台 iSO(赤外線宇宙天文台)
|

ISO(赤外線宇宙天文台)と の観浪1を紹介することで

新任教官のあいさつとさせていただきたい。

ISOは ESA(欧州宇宙機構)に よって1996年 11月 に
近地点1000km、 遠地点70600km、 周期24時間の楕円軌道

に打ち上げられた。リッチクレチェン型直径60cm、 望遠

鏡が2300リ ットルの液体ヘリウムで冷却され、測定装置

や望遠鏡 (散舌L光よけのバッフルも含め)は絶対温度 2
-8度に維持されている。重量は25ト ン外形寸法は長
さ5.3m、 幅2.3mと 望遠鏡の直径の割りに大きいのは液

体ヘリウム容器が巨大なためである。

ISOは地上望遠鏡による観測が困難あるいは不可能な

波長領域2.5240ミ クロンを観測する、最初の汎用型赤

外線宇宙望遠鏡であり、測光、分光 (波長分解能50300

00)、 偏光観測が可能である。

4つ の測定装置である測光偏光器、中間赤外線カメラ、

短波長分光器、長波長分光器はドイツ、フランス、オラ

ンダ、イギリスを中心にした大学、研究所、企業の国際

協力によって製作され ESAに提供された。 1周回 (あ
るいは1日 )あたりの観測可能時間は衛星と地上局との

交信時間によって制約される。

日本宇宙科学研究所および NASAの 参加によって第
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2地上局がアメリカに設置され、 1日 16時間以上の観瀬1
が可能になった。第 1地上局としては、スペインのマド

リッド近郊のESA衛星追跡局 (通称 Vilspa)が使われ
ている。Vilspaに は、衛星制御センターSCC(Satellite

Control Centrelと 科学運用センター SOC(Science Op‐

eration Centre)が ある。

SOCは約45人の PhDと ほぼ同数の技術者の集団であ
り、SOCを含めた Vilspaの総数は約200人 である。参
加各国には測定器支援チームや観測者支援センターが置

かれており、20世紀最後の大計画にふさわしい陣容となっ

ている。

液体ヘリウムが尽きるとISOは死ぬ。打ち上げ前に

は寿命は18ヶ 月と評価されていたが、最近の実測値によ

ると寿命は24ヶ 月以上となっている。

SOC、 測定器を製作したチーム、あるいはISOに特

別の貢献をしているグループには観測時間が保証されて

いる (guaranteed time).宇 宙研とNASAも guranteed
timeを所有し、国内の研究者グループに分配している。

観測時間全体のうちの 3分の 2は一般公募であり (Open
time)、 ESA力日盟国、日本、アメリカの研究者に応募資

格が与えられている。余談ではあるが、筆者は宇宙研支

援の ISO‐SOC常任研究員 (resident astronomer)と し
て日本人研究者と緊密に連携しながらISOの科学運用

を担当してきた。

天文センターヘの着任以降は、三鷹に常駐しISOを

用いた天文研究をすることになる。

有名なスペーステレコープとの違いは、観測波長が違

うとは言うまでもないが、ISOは寿命がわずか 2年の汎

用天文台であることであろう。この間には多種多様な観

●
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ヘ0寄与は昨年 lll月に1靭 という鋏 特集号とし
て刊隋され猷 議爾きれた|レンリ,‐審籍岸鶏鋳鐘対難は

実に凱編であり鷹Юl(赤外銀鷲鐸鋤 の多震性を示すも

のとなっている。本年2月に餘 ,で開催された「徹

光天体検糧J7-タシヨツプで麟宰輻 測の種果が

発表き
―
れllSOが銀測準化形歯についてすでに重要な寄

与をしていること蝠 され,た。

連 センタ‐       を申心とした我警鍮論
グループゆデータが量質において他国のそ記を副 |した

こ―とを行機加|えてお書|たい。
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